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主査である宮澤は、プレゼンテーションで示されていたマウス系統の記述に誤りがあったことを
指摘し、①例えば肝切除後の再生にC/E肝βが関与することがよく知られているが、ここでもmiR、
155の発現変動があるのか、②遺伝子発現の定量は具体的にどのような方法で行ったのか、③
C/EBPβの最もよく知られた標的はⅡ・6遺伝子発現であり、 C/耶PβによるIL・6発現誘導は細胞老化
と関連することが知られているが、解析にⅡ一6を対照として加えなかった理由は何か、④神経幹
細胞のステムネス関連遺伝子の発現が低下することと、ニューロスフェアの形態変化との間にどの
ような関係があるのか、⑤ C/EBPβには複数のアイソフォームがあり、転写活性化能を欠くアイソ
フォームは転写抑制に働くことが知られているが、タンパク質レベルの解析でC/EBPβのアイソ
フォームを調ベていないのは何故か、などを質問した。
これらの質問に対して、大洞氏は自らの実験的観察結果と文献的考察を交えて的確に回答を与
え、解析の不十分な点にっいては率直にそれに同意して、今後の追加検索の重要性を認めた。
従って、主査と副主査は本学位論文にかかる研究が、大洞氏自身が主体的に関与して実施された
ものであることを認め、大洞氏の研究成果が神経幹細胞のステムネス維持機構とその炎症による障
害の機構に関する従来の学術水準に新たな知見を加えたものであることを確認した。また、大洞氏
は本研究の過程を通じて専門領域における研究を指導できるだけの知識と技量を身に付けたことを
確認し、合議の末最終試験合格と認めた。

3)最終試験の結果: /、、
口

4)学位授与の可否:可
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